
　胃や腸、膵臓・胆のうの病気は、初めのうちは症状が出にくいものです。当院では、

胃カメラ・大腸カメラに加えて、これまで大きな病院しか受けられなかった高度な検査

・治療にも対応しています。

　設備やスタッフを整え、遠くまで通わなくても、住み慣れた地域で受けられるように

なりました。

　一般的に広く行われている胃カメラや大腸カメラ以外に、当院では次のような高度検査や治療に対応でき

るようになりました。

　①超音波内視鏡・・・内視鏡の先についた超音波で、膵臓・胆のう・胆管を体の内側から詳しく調べま

す。CTやMRIでは、見つけにくい小さな病気や、膵臓がんの早期発見に役立ちます。

　②胆管の石・黄疸の治療（ERCP：内視鏡的逆行性胆管膵臓造影）・・・胆管に詰まった石を取り除いた

り、皮膚や白目が黄色くなる「黄疸」の原因を内視鏡で検査・治療します。

　③組織を採る検査・・・通常の生検では評価困難な消化管粘膜の中に潜っている出来物や膵臓の病変に

対して、良性か悪性かはっきりさせるため、超音波で見ながら細い針で組織を採取します。

　④早期がんを切らずにとる治療（ESD：内視鏡的粘膜下層はく離術）・・・食道・胃・大腸などの早期が

んやポリープを、おなかを切らずに内視鏡で取り除きます。1週間ほどの入院で受けられます。

　⑤食道静脈瘤の治療・・・食道にできた血管のこぶが破れて出血するのを、防いだり止めたりします。

　⑥手術が難しい方の胆のう炎の治療・・・体への負担が大きい手術に代わり、内視鏡で胆のうの膿を出す

方法に対応しています。東部医療圏では限られた病院でしか出来ませんが、2026年春から当院も対応

開始しました。

　✔ 健診で「便潜血陽性」「ポリープ」「ピロリ菌」を指摘された。

　✔ みぞおちや背中の痛み、体重の減少、食欲の低下が続いている。

　✔ 皮膚や白目が黄色い、尿の色が濃い。

　✔ ご家族に胃がん・大腸がん・膵臓がんの方がいる。

　✔ 以前「経過観察」と言われたまま、しばらく検査を受けていない。

　

　春から内視鏡検査時に使用する喉の麻酔や注射の鎮静剤の方法を新しくしました。十分な容量調整、配

慮を行った麻酔なのでご安心です。病気の早期発見は、体への負担が少ない内視鏡検査がお勧めです。市

民の皆様の健康を守るため、気になる症状があれば、ご相談ください。

杵築市立山香病院　消化器内科部長　佐藤　孝生

このような方は一度ご相談を！

安心して受けていただくために

当院でできるようになった６つの高度検査・治療

インドネシア出身の看護補助者二人が、山香病院の仲間になりました。
特定技能実習生です。ファニーファディラ・オクタヴィアリさん、フェビラ・
インドリヤニさんのお二人です。
よろしくお願いいたします。 ファニー（左）、フェビラ（右）

特集  『高度内視鏡手術が可能に』
杵築市立山香病院　消化器内科の内視鏡検査・治療のご案内


